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原子力発電所用大容量真空しゃ断器2段積
メタルクラッド配電盤
Metal-Clad Switchgearwith Large CapacitYVacuum Circuit

BreakerinTwoイierArrangementfor Nuclear Power Ptants

俊一j′･プJ発屯巾の七械谷完二の叩人に伴い,6.9kV仙人J織機1り川各の加給ぞ妄言壬tは63kAか

必要となっているが,このたび日立鮒1‾三巾では,7.2kV,63kAf㌧空しゃ断器2i三貨枯

メタルクラッド軋屯召笠を開発Lたし〕

典空しゃl料ほ削ま､イ.摘州三･拙作什･似1ト∴･二検のいずれでも従来のLやl桝器に比べ

て似れており,これを2段に収納Lたメタルクラlソド軋′■≡に項謹は,｢叶安スペースを‾､ト

減できるため,1に1tlミ巾僻を縦′トLて墟築コストを節減できる利山をもっている｡

また,原子力発電所用として必要な耐震性を備えるべく詳細解析して開発し,十

分な検証テストで裏付けした｡

u 緒 言

.i仁一卜,悦J′一ノノブ己心叶♂)_卜機ノブfFti二の叶りヾに什し､,帥髄ノ料lミニ,
巾内健JI三旨:さ芥‡li二か人きくち･ノーノているが,ノ川えて仙恍ノーに中山機ノ)

起利一心メこの州人に､よるノ.しこJl三食刺を.汁?i脚立に抑えるたタ㍉ 巾

】ノ､J射l二汁詩のインヒーダンスを′トさくする′比､焚かある.⊃ 二のた

れ ヲ己′心叶1勺の6.9kV【111路の如粁≠;ぎ‡i二か村人し,L-､州什`】に‡允

63kA(フ‾)しゃl桝詩誌が必‾紫とち■ノーノた‥

手並九 人?妄二Elとしゃl叶汁諒ヒLて㍑磁1tLヾノl桝才:‡か仙川きれて

きたか,J良社〝〕ヲ己′.=はI叶環磁束什に,上り旭ナナしたけ′ニウLや桝

汁詩が仙川される.ょうになノーノてきた.=,lトー/二;脚1三巾では7.2kV,

1,200～3,000九 Lやlイ叶lしこiメ己63kAの八`′:ウしヾノ晰㍑ニさを21二川=二

叫舶内Lたメタルクラ･ソト軋`.一にヤ子諾を川+ヲ己したグ)で,そノ〕こけ上土

梢j辻,.i∫㌧放縦り⊥など､に一ノいて恨焚を述べる‥

臣l 特 長

イこけ乍Lやl桝詩話ほ,多梯川ミ､ドイj二磁■糾けlに仰そゾJ托川に.より,

コンパクトで11立+放いの?i払ち･㈹.盲むとな一-ノてムり,メタルクラ

ットl,1山=別注は2J三旅`をとLたことに上る仙j左卜,1l■丈根卜の似抑

化を避けるように数々〝‾)1ニノこかち･さjlているL.図1に63kA_L■〔

乍Lや即諾詩21;ユ帖メタルクラlソド円山にヤ壬ご主〝)外税与l′jミすL

卜な才､1二1主どょ二大にj並べるヒムりである‥

2.1 小形･軽量

けノこ?Lや断汁:壬21二純一iメタルクラット仙′心:壬謹`･上､従火の磁1t

Lヾノl桝機叫丈納甥註･とい+じ帖卜山さのぞ子詰に21三純一iとLて,ト山榊Jを･

脊柿とい二54%に縦′+､され,巾‡-呈二は45%に怖‡--ミニ化されている

ので,稚拙叶で〝‾)鰯l牝ii･l-てのl'川Ⅰ吐か.∴j去り.スへ-スグ)イJ▲仙

利川ができる｡

A了己′心叶での磁1tLやL桝一汁三川史的メタルクラ

川Lた場でトヒ上1亡丁′こモLや即諾謀21三法帖メタルクラ

卜】■1山に鰯を仙

ド円山に潔諾を仙

川Lたj湯†ナのヤ劉1亡ii′'り札汁†刈を図2に′+七す一

打乍Lや断器2J;貨車し■モを仙川Lた揚ナナ,ノ■一に1t二うi(メタ′レクラ､ソ

ト1i)グ)所要iFl捕りま,千社米に比/ヾ69%とち･り,約171m2グ)スへ

-スナナ押化が叶能である〔-,
2.2 長寿命･保守点検が省力化

土1土?たしゃl桝控:さは,しゃ恥部†払八のi･ili粍が少ち･し､ため､f′=･ごf

*lトンニr班イ1三川‖叶1ナl一.域
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図l 真空しゃ断器2段積メタルクラッド配電盤 小形･軽量で,

取扱い･操作は容易てある

ノ.にi九州例ノ心て.†は1ノノ▲いりであり,かつ接山〝)小二椀･fl土′､1:を必紫

と Lなし､

2.3 構造が簡単,取扱い容易

2+=‡不トニノノミ装つJ糾生か2†-i†になっているにもかかわJ)‾う∴柑i

′i左を簡素化して,収拙いを簡†か二Lている‥
村税♂)∴1,-二椀･仏工ノ､■J‥は,鰯l勺で【｢=/二姿勢で作紫できる仲子j辻で

ある‥

2.4 高い信頼性･安全性

1■土一′こ?Lや即諾詰は,接∴■､】二が諒詫‖1Lていないので,席上矢･iごl【1性･

鴨氏什ケて乙-ピッ);け芋半をノ乏けち･い.ニ,山二,椎什髄桃は1去で卜の

り三ネ1-ほも/J′心滋拙作ノJJ-〔を柁川Lて†J鮒作を-1■ごjめた.二,lJや晰

叫;祭も､ケスや熱々排川することかない〝)で仏ニ1モである.-.
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主芸磐母盲筈甘
M/C M/C

充電器盤

l

21,500

所要面積

69%

(b)真空しゃ断器2段積盤配置例

注:略語説明 M/C(メタルタラッド配電盤)

図2 真空Lや断器2段積メタルクラッド配電盤による盤配置検

討例 真空Lや断器を使用Lた場合,磁気しゃ断器を使用した場合に比べ,

所要面積を69%に節ユ成できる..

田 定格･仕様

表1に,HS6G2G什ラメタルクラソ

けノi竺しゃl桝諾:壬グ)1三桁及び什様を′Jミす｡

は,f渋畔形と耐謀三形の2系列があるが,

柑でl山j荷をjし川Lている‥

卜批ノ■にヤ】芸とKVGMS彬

メ タルクラット軋1に食詰

‡l土り;ウLヾノ断汁註は1柿

口 構 造

4.1HS6G2G形メタルクラッド配電盤の構造

図3に本メタルクラット軋′【にモ書誌ク)帖j辻をホす｡

ヤ壬詰の中火に付線を胤i言′-:し,その仙｢州りにLや断器を卜‾‾卜2

f貨に収納L付線1三枝挑をケーーーブル1iとLて,卜下川緒川にバ

リヤを.泣けて分離Lた桃j左である｡

j】二川‥井もトトに分パりL､往々の川路のりレーーー,維作スイッ

チなどの一器上土を取り付けている｡

(1)枠 構j左

樽枇鋼枇によるモノコ･ノク純j左であるが,如に仲山†‖り仰を

U彬部材で補強したことによって中的と化された耐謹呈鳩j立とな

っている(⊃ このU形部ネオのⅠノ+佃りを湧別J+軋維のダクトとして則

J【Jして,仙拙を令拭ダクトでイ札穫L,′左1州三･†∴椒作を■∴iめ

ている√)
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表l 莫空しゃ断器2段積メタルクラッド配電盤の定格･仕様

l.200‾-3′000Aまで電磁手乗作式でシリーズ化されている

項 目 フ ィ
ーダ盤 受 電 ･ 母 連 盤

メタルクラソド配電盤
HS6G2G-63MA

HS6G2G-63MA

ユニット形式 (上段にPT･GPTを収納)

L や 断 器 形 式 KVGMS-6L-63-MA KVGMS-6T-63-MA KVGMS-6W-63-MA

定格電圧

盤 6.9kV

Lや断器 7.2kV

定格電流

定格母線電:流

l,200A 2.000A 3′000A

2.000/3ノ000A

定 格 周 波 数 50/60Hz

耐電圧

定格L

定格投

衝 撃波 60kV

商用周7度 22kV l分間

や斬電)充 63kA

入 電 二克 160kA

定格短時間電)充 63kA 2s

定 格 関 極 時 間 0.04s

定格 L や断時間 5サイクル

無負荷投入時間 0.1s

定格投入操作電圧 DC川0ハ10/125V

定格引外 L電圧 DC100/l】0/125V

操 作 方 式 電 磁 操 作

標 準 動 作 責 務 0-1分 -CO-3分
CO

+や 断 器 重 量 54【〉kg 545kg 685kg

寸 法 幅l′000×奥行2.740×高さ2′300mm

総 重 量

標 準形 2.500kg 2′50(】kg 2,640kg

耐 震形 3′800kg 3′800kg 3′940kg

注:適用規格+EC181(1975)交流Lや断器

+EM-1153(1974)閉鎖配電盤

(2)り 維

卜川如ま■+■i鮒生U彬アルミでナ会う引水を仙川し,付線と導体と

の分化指糾こは洛梢を寸末ノーj Lている｡

U形アルミを仙川することにより,f止水幸吏数枚必要だった

付紙が中･ヰfイことなり,作栄作が】｢1j卜するとともに加給強度

にも裕也ができ､川二組のイ∴鮒作をir占めている｡

付紙/女び･;キ体は■∴i;1げそのエポキシレジンにより絶縁され,

砧侶り空什三エホキシ江作手かい-j′･により対地別で支持されている｡

川｢王≒Jは′1ニモ1も絶縁とLているので,多ぎ三L11又は汚才iiに対して絶縁

什も1､‾の心凧ユはない

(3)うルーIi格桝主格部

断路部接触J′一はチューリップ作手として,卜下･ノ.ニイ｢の力‖粘

峠ク)焚付二を収り丈できる肺j出である｡

Lや断片註をリlき州Lた後,断路部を逓へいする肖勅シャッ

タは,接地令絹製とlノて伯ミ守･山検時の安全作を【こぎjっている｡

(4)/11L人れ機構

LやⅠ析才一こさグ‾)出し人れは,手刺クランクハンドルによるスク

リュー機梢とし,｢漣虹位‾i‾Eh｢.;∫じ験位i己う:+及び｢断路位置+

にLや断然を川1とできる｡｢試験位1左+では,制御[リ1路プラグ

か接続されており､制御｢山l路のフルシーケンステストが可能

であるL=.圭た,｢∫言ん輪位+左+では,制御川路に岩音き響を-リーえるこ

となく､しゃ晰貸註を単独で媒作試1験かできるように切換スイ

･ソナ枚び拙作スイッチを設け,保′､1‥の簡便件をl叫卜している(つ



原子力発電所用大容量真空Lや断器2段積メタルタラッド配電盤 581

サージ保護装置は正面に引

出しできる構造{}

｢卜..

制御･操作器具はユニット

ごとに扉に集中配置したの

で操作が確実｡

母線に剛性の高いチャ

ネル形アルミ合金を採

用｡

母線の点検はバリヤを

外して直立姿勢で作業

できる｡

断路位置で自動メガリ

ング可能｡

10

12

13

‥‥U+=.+

しゃ断器が軽いので取扱い

が容易｡出し入れハンドル

はラチェット式で操作が簡

単｡

しゃ断器の搬入･搬出は電

動リフタで操作は容易｡

二次プラグは追従式なので

樵動時も接触は良好｡しゃ

断器引出し後は固定側が格

納されるので安全｡

試験位置でフルシーケンス

テスト可能｡切換スイッチ

によりLや断器単体テスト

可能｡

No_ 名 称

⊂)端 子 台

(う正 面 扉

(∋シ ャ ツ タ

G) 主回 路斬路 部

(う真空しゃ断器運転位置

(む試 験 位 置

(∋断 路 位 置

(め零 相 変 流 器

桓)課電･逆庄注意銘板

(吟裏 面 扉

¢)変 流 器

㊥ 支 持 が い 子

㊥ 接 地 母 線

注:略語説明 R(R相),S(S相),T(T相)

図3 HS6G2G形メタルクラッド盤の構造(フィーダ盤) 従来の磐に比へ,実装密度は2倍であるが取扱いの容易な構造となっている

なれ オプションとLて外‾汚紬帥カスイッチも枇什け叫瀧である`二､

(5)サージ†㍉こ,進装‾ii-`工

開閉サージ帆掛1JとLて,非【‾F-】潮抵抗体叫米.稚装‾こミー■･こを芥川

に.i設けて,川路/＼のサージの波及をl;ガ11∴Lている､〕

他言斐装抑ま引汁川手となっており,Lや晰音詩1ミかJ)仏土′､〕∴11･

検ができるく,

(6) メガリング装うi-11ニ

メサ■リング端けをもつロットか,Lや剛詩三去ク)リ=11し拙作に

応じて,仙後に移刺してメガリンデ端J′一が川+閉する帆左であ

る｡測定端子は盤前面に引きHlされているので,安全に回路

の絶縁抵抗を測定することができる､つ

も】 ■一曲雌は

■暮J川攣碗
"

(雪がf頂畠川溜謡

ゝ

轟

頂濁拶礼

メ

(a)KVGMS形真空しゃ断器

軒_卦‰

(b)BMH形磁気しゃ断器

図4 KUGMS形真空しゃ断器の外観 磁気Lや断器に比へて容積

重量とも40%に縮小された.

4.2 KVGMS形真空しゃ断器

KVGMS形63kA上Tノ:?しゃ断器は,雌にノノくブJヲ己ノー一に巾で一夫紙の

ある多陳卜′いt(イf砧左肘】二子屯俸f軌壬亡‖をす末別することによって,従

火のト山上桁石蕗1tLやl晰器2)りと較Lて不朽,郎一三とも40%に′ト

彬･怖二三】ミニ化Lたものである｡図4にその外組を′+七す,.

イこLや即諾泣グ川三木構造は図5に′Jtすように,臼_､ンニ;生川三巾

KVG形け′こウLや断器の.‾i貨一汁思想である柁作紛糾Inf肘;;一川手(デ

ットフロント肌j韮)を楳=Jし,拭作機構臥･jけtL慌他紙

インダー1ロ､ソク機柿郎グ‾)北=】化に上り､イl子和州ミ,∠左1叫1∴ 付こ

′､1:ノl■′卜のl｢り卜を11文トノている｡

4.2.】真空バルブ

上l〔ソ:?Lやl桝器グ)Lや【抑京即は,ヂキ空■t】での7--ク荷`一江拉J′-

の寸心牧作別によって柑JJれており,そのLや断作能はl;湯椒側

′.に触のf比比r二舛によって七ずる金属蒸1もの放几 又は熱う‾EJ′一

敗射の発_/とによってさ央まる｡本Lや断器ではアークをノiE橡空

l糊に閉じ込めるととい二,うに椒仝何に--･様に分散させて令鳩

蒸1tの放.■11を抑制するヤ行磁針F壬う三巨像蛸追を指用している〔､

【J立;製作所では1宜擬中心部グ)磁界を客とL,-i一三行磁糾二仏

づく渦1宅流を低減した独特な多梅件､ド行磁界形`i塩梅(現/L特

許小論中)を開発Lた｡僚】理[基ほ図6に′+ミす.- コイル宅地を流

れるノi-は流により憐ナナう もグ)同士,椒件の韓なる4擁件のアー

クと‾乍行する磁琳(多極州モーJド打才滋野)を発生する.⊃ この磁界に

より大1宣i見でもアークは多数の小電i充アークに分けられ,

図7に′Jミすようにて塩梅仝向で--一様な分布となるのでしゃ剛性

能をl｢り卜できる｡図8に多極什ヰ行磁界形′【塩杜のノi江触‾｢白二律と

Lや断什能のl廷j係を,従来克之も多く仲川さズLてきた磁1も雛勅

形ノ.一に椒のそれと比較してホす｡磁乞も駅軌形磁極はア【クに【r】二

女するイ滋舛を作川させ,フレミングの法Hりに仏づく1に磁ノJで

アーークを駆動L,アrクの停i備による方-ほ川l熱をドガぐもので

あるが∴主流の岬大に伴′ノて+二ずるア【クの収縮規範により､

′i-は触(l;鵜椒)l如の溶融をl;ガぐことができず,Lや断什能は40kA

を超えると飽和LてL圭う｡これに対L多鰍ドト十三行磁糾形1宝

触の楊fナ,アークが`在軸毛仝【小二分散Lて-一一棟分和となるたれ
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図5 KVGMS形真空しゃ断器の構造
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4乗作部分を前面に配置Lたテッドフロント形である

!
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l
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l

アーク(開極直後)

アーク(電流ピーク時)

l
l

l
l

lll

l Ⅰ

4

平イ丁磁界

アーク電極

lH3

Hl

I
｢

㌻
/･+

H.1

コイル電極

ホルダ

図6 多極平行磁界電極 平行磁界により,アークは電極全面に一様に

分散される.〔

電極直径を増せば無限にLや断惟能を増大することができる

ので,実用_卜のしゃ断限界はないものとみてよい｡実験結果

から多梅性平行磁界形電極のしゃ断性能は電鰊直径の約1,5乗

に比例して増大することか判明している｡

4.2.2 操 作器

｢多電源回路の同期切換+の用途に適用するしゃ断器は,
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No, 名 称

(⊃ 真空パルプ絶縁保護筒

(わ プ ッ シ ン グ

(り 主回路断路部(チューリップ)

(少 美 空 バ ル ブ

(可 絶 縁 支 持 体

(う 可 と う 導 体

(う 絶 縁 操 作 ロ ッ ド

(少 出 し 入 れ 装 置

(少 王 シ ャ フ ト

抄 投 入 コ イ ル

抄 し ゃ 断 ば ね

⑭ シ ャ ッ タ 用 ガ イ ド

仁多 動 作 回 数 計

(河 二次断絡部(スライド戎)
¢句 開 閉 表 示 器

(沙 手 動 引 外 し ボ タ ン

び 把 手

(殉 イ ンター ロ
ック レバー

抄 出L入れハンドル挿入口

⑲ 車 輪

色り インターロックロッド

抄 手動投入ハン■ドル挿入口

図了 多極性平行磁界電極でのアークの挙動 アークは電極全域で

一様な分布となる._､

100

くく
._ゝ::

や弓
押
転 50
斗

+

多極性平行磁界形電極 Cl

〆

磁気駆動形電極

(直交磁界)

電極直径

図8 電極直径とLや断電流の関係 多極性平行磁界形電極のしゃ断

電流は,電極直径の約l.5乗に比例して増大する｡

少なくとも0.1秒の高速度投入が必要である｡投入コイル,

ヨーク及び補肋継電器のコイルの改善,投入負荷の軽減によ

り,40kAシリーズと同様,仝定格とも部品数の少なく構造の

簡単な電磁操作式とすることに成功した｡これにより,操作

器の仁言根什を従来の磁気しゃ断器と同等以上とすることがで

きた｡
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図9 耐震試馬集中のHS6G2G形メタルクラッド配電盤

前後方向,左右‾方向とも20Hz以上の剛性をもっている√､

2面列盤で

B 耐震 性

似-J′一カブ己′.=にJ叶の非瑞11封二,J上;1+′一かをノ左1リーニ件‥二させるため

の非ノさいl了1二削如洲;jに仙川されるメタルクラリドl′与tユi一江ヤ掛ま,克之

卜名汲のASグラスにランクきれ.焚‾求される耐ソ三什能は.没.汁

l災界地才一主に遭遇Lても,

(1)憑諾の転倒や捕1軌がなく,車齢立的にm悔しないこと｡

(2)継屯一語詩やLや晰器などの言呉車川三がないこと〈-,

(3)他宗三中でも,しゃ即諾謹の開閉操作か止ノ.甘であること｡

などである｡

二のような条什を仙旭するために,屯J′一.汁モ:1二機を仙川Lた

イ=睨貿素法により､振刺柑什及び雌比解析を子+▲■ない,2rnf列

演芸で共振苑ミ刺数20Hz以卜,動的機能緋j‾､】り也七?三ノJl.OG(7)什了氾

をもつ鰯を開発Lた｡図9に2r如列甥詰でのl肘比Ju耗の北沢を

ホす｡

椛造_卜の特上主は次に述べるとおりである(､

(1)耐君主ノ什能を高めるために必要な帥他部fイを,鮎lノ､J軋維の

原子力発電所用大容量美空Lや断器2段積メタルクラッド配電盤 583

配線ダクトと兼用し,外形寸法を標j隼形と同一とした｡

(2)枠構造を鋼板と形鋼の組合せによるモノコ､ソク構造とし

て,重量増け州をゴ泣小とした｡

(3)主【旦‾り路部,171は,すべて標準形と共用とLた｡)

【司 試験結果

6.1 耐電圧試験

_主三Il-1路に繭ノー†川]波22kVl分札
インパルス花王160kVを各々

3い=三‖川1,またr刷御ILり終に2kVl分間加止し,各々の試験に

耐えることを検計Lた｡

6,2 温度上昇試験

1主格′1･に流1,200A,2,000A,3,000Aのメタルクラソド軋`tに

鰯に,しゃl桝器,坐流器など機器をワ三装して滋格1宅流を池ノl‾E

L,手法仕上舛仲を測召三した｡各部の温性_卜舛値は規桁伯以下

である｡

6.3 短時間電;充試験

メタルクラット胤屯悠に,Lや断器,変流音詩などをノ女装し

て63kA(非対称波iltli伸二160kA)を2秒間i甘■にL,屯1く的,機械

的に異端のないことを検証した｡

6.4 短絡試験

メタ/しクラ､ソド恍う立盤にLや断器を実装Lたご状態で∴利作Ii

練ふし験を実施L,いずれもアmク暗riり1サイクル以下の安立

L7こLや附什能をもつことを検証L7こ｡図川に100%"CO''

詩作のオシログラムを7+け｡.i∫し快綬,兵空バルブを解体山検

L,多栃汁1ミヤ行磁界J℃屯椒の効米によリアークがi′注梅仝j或に

分散,′.‾に栂そi†【J耗のほとんどないことを確認した｡

6.5 小電i充しゃ断試験

小一i二は†允しゃ断試験は,進み小電流と遅れ小電流につき試験

を一丈施した｡なお遅れ′ト電流三∫じ験につしゝては,サージ帆獲装

置の有無の二つの条件で実施し,サージ保護効果を確認した｡

6.6 連続開閉試験

2ノJ▲何の知泊荷辿続IiH閉試験を行ない,開閉特件の変化の

ないことを検証した｡弧1?-の消耗はわずかであり,何と証Llり数

(1‾〃卜一=内では部.‡-こ,の‾交授はイく安であることを確認Lた-｡

6.7 特殊試験

6,7こ1開閉サージ組合せ試験

′怠動機のインチング抹作で,乍に流一客∴ま近傍で1対秘するとい

う秘めてまれな条什が串なると,負荷の耐′壷J主強度を上垣】る

サージが発′生する場ナナがあるt､このため,JEC181による進

●短絡試験
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図t2
-相異空不良時のしゃ断試験結果 三相中,相欠相短絡Lや断

後.真空不良バルブにより地給電流がLや断できる′

れ小′屯流Lや新式験のほか,実[白川各を想定して,真?;汚しゃ断

器､サージ伽.穫葉柄,ケ【ブル,電動機の組′ナせ試験を実施

した｡その結米,図‖にホすとおりメオーヘルツオーダーの高

周波サージもサージイ米.穫装i引二より-･左の値に御=収されるこ

とを検証した｡

6.7.2
一相真空不良状態での短絡しゃ断試験

真空Lや断器の開発当初で一部に見られた真空不良は,通

りJな■対策と■1‾占質管理によって硯小三では･抒無であるが,真空不

良時での電流しゃ断特惟を検証するため,一相を故意に真空

不良させ,短絡電流しゃ断試験及び地給電流Lや断試験を実

施した｡その結果,万一一,二相中 イ目が兵空不良を生じても

知給電流しゃ断,及び兵空不良バルブによる地給電流しゃ断

のできることを検証した｡図12にそのオンログラムをホす｡

6.8 耐震試験

耐震形メタルクラット配電盤2而を大形振動台(20t振動子=

に据え付けて実加振試験を行ない,耐震件能を確認Lた｡共

振振動数検索試験の結果,前後んl〔り,左右ノ川Jとも,共批振

動数は20Hz以_1二である｡

耐加速度試験は,加振加速度1.OG,加振振動数は5～20Hz

まで行ない,各部の応力が許容値以下にあること,機器に損

傷や変形がないことを確認Lた｡

動的機能維持についても,継電器の誤･不動作がないこと,
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図13 耐加速度試験結果 継電器の誤動作,チャタリングのないこと,

Lや断器動作の正常なことが分かる.-

Lやl桝器が止′新二開閉操作できることを確認したし〕

耐れ適性試験結斗上の一
一例を図13に;J二す｡,

li 結 言

以上6.9kV,63kA阜空Lや断器2段柿メタルクラット配電

鰯の概1安に/バーて述べた｡

/卜後,Jj;(J′･力をはじめとする各穐発電プラントはますます

大谷完化する傾rrりにあるか,
一方,環ゴ菟保全のため安全性

イ‾.子細什に対する賛求はいっそう高まっている｡

従来の機器に比較して利点の多い真空しゃl村ほ糾丈納メタル

クラソド恥電解は,二れらの二【ズにこたえて高l主所内凶路

拝=別間設備としては〈利用され,プラントの安全件,信束帥l三

をいっそう高めることかできるものと確イ‾｢言する｡

本メタルクラット配電盤の開発,配帯計画などに閲し,電

ノJ会社間係各位の御指噂をいただいたことに対し,感謝と御

礼を小し__上二げる次第である｡
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